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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・呂Dr.診察下記6名行っています。

　・稲垣　恵利子様　　・大上　なみ様　　・菊地　明子様　　・上村　みわ様

　・布施　邦雄様　　　・川村　敏也様

・北病棟園芸クラブについて

　上記について、法人内の畑を借用し実施予定でしたが借用予定の場所を確認した所、畑に使用するには環境として難しい場所でした。その為、プランター使用へ変更し現在企画書を作成中です。今後、企画について進展した際は協力して取り組んでいきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・滝沢　久江様～排便困難時の予測指示が7/6（水）まで継続となっています。引き続き、排便状況の観察を行っていきましょう。

・井上　和美様～サンコバ点眼液1本継続で臨時処方となっています。

・布施　邦雄様～ヒアレイン点眼液1本継続で臨時処方となっています。

・菊地　明子様～6/24（金）ご家族来院され、今後について主治医と面談予定となっています。

・浅野　秀子様～水分チェック表を作成し、北病棟フォルダ→各書式内に保存しています。

　　　　　　　　引き続き、水分摂取量の観察を行っていきましょう。

・田名部　浩平様～ご家族（母）の面会あり、その際に「財布を本人へ持たせたい」との要望聞かれています。離院の可能性ある為、今後病状の変化など様子を見て検討していく事を説明しています。また、ご家族（母）は病棟内での金銭スタッフ管理と医事での通帳管理を混同しており、管理費についての質問をされています。病棟内でのスタッフ管理について管理費は発生しない事も併せて説明しています。

　　　　　　　　本人の状態について、廊下などでの太極拳動作が見られてきています。主治医への情報提供を行っていきましょう。また本人へは、行うのであれば体育館で行うようにし廊下など不自然な場所や他者へぶつかる可能性のある場所では行わないように伝えていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・稲垣　恵利子様～左下肢に新たな湿疹ありますが、現在両下肢急性湿疹にてデルモゾールG軟膏処方となっていますので、継続し様子観察の指示あります。

・木村　義重様～左足第一趾に発赤あり、爪囲炎にてアズクロ塗布の指示あります。引き続き状態、疼痛の有無を観察していきましょう。

・古川　富蔵様～左足底ベンチ腫について、皮膚科診察時に切削しています。

＜作業療法経過報告＞

・三上　勇　様～腰痛の訴えは聞かれなくなってきています。作業内容について漢字を終了した後、読書（地元情報誌）を見ながらの書き物をされていましたが「就職したいから」といった内容の発言が聞かれています。現実的ではないため、他の作業を提供し様子を見て行く事としています。

・上村　みわ様～折り紙手芸を行っており、作業内容に一区切りつくと作業中も妄想発言聞かれるそうです。退院に関する妄想もある為、所在の確認を行っていきましょう。

・菊地　明子様～作業中に、眠気が強いと訴え聞かれています。自分なりに休憩を入れながら取り組まれていますが、疲労感の訴えもある為、病棟内でも精神状態や気分の落ち込みなど観察していきましょう。

＜服薬管理評価・検討＞

・稲垣　恵利子様～服薬後のチェック忘れが目立ってきています。服薬忘れはありませんが、要観察し必要に応じて声掛けを行っていきましょう。

・古川　富蔵様～自己管理について、導入時期のタイミングを検討していきましょう。

＜安ヶ平Dr.診察状況＞

・三上　勇　様～作業療法中に就労に関する発言聞かれている事を主治医へ情報提供しています。

　　　　　　　　診察時も同様の発言聞かれており「調理師免許があるので、それを使って仕事をしたい」と焦った様子で話されています。精神状態の変化や現実検討への介入など行っていきましょう。

・上村　みわ様～作業療法中も、身長や退院に関する妄想発言ある事を情報提供しています。診察時も「いつになったら背が伸びるのか」と口調を強めて主治医へ話す様子ありました。退院に関する妄想もある為、日課への影響や所在の確認を行っていきましょう。

・川村　敏也様～6/21（火）スタッフ付き添いにて、自宅へ外出され清掃など自主的に実施していた事を情報提供しています。退院について主治医より、まだ入院を継続してはどうかと伝えられると「退院して、家に帰ります。」と話されています。病識の確立や日常生活能力など引き続き介入していきましょう。






















